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応
援
パッ
ケ
ー
ジ
が

策
定
さ
れ
た
背
景

　

２
０
２
３
年
８
月
30
日
に
「
挑
戦
す

る
中
小
企
業
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
融
資
を
中
心
と

し
た
支
援
策
を
含
ん
で
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
緊
急
支
援
策
と
は
異
な
る

性
格
や
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
従
前
よ
り

も
審
査
基
準
が
は
る
か
に
緩
い
融
資
や

給
付
金
の
お
か
げ
で
、
企
業
の
倒
産
が

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
済
活
動

が
回
復
基
調
に
あ
る
な
か
で
も
、
い
ま

だ
に
多
く
の
企
業
が
業
況
悪
化
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
原
材
料
費
の
高
騰
や
人

手
不
足
と
い
っ
た
問
題
が
継
続
し
て
い

る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
開
始

時
期
も
、
昨
年
７
月
か
ら
継
続
し
て
こ

と
し
の
４
月
ま
で
集
中
し
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
の
な
か
で
、「
挑
戦
す
る
中

小
企
業
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

筆
者
は
こ
の
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ

い
て
、企
業
が
新
た
な
顧
客
を
創
造
し
、

現
在
の
資
金
繰
り
の
困
難
か
ら
抜
け
出

す
た
め
の
「
時
間
稼
ぎ
」
と
し
て
活
用

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
企
業
の
状
況

が
改
善
し
、
持
続
可
能
な
成
長
へ
と
進

む
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
お
、
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、「
将
来

の
挑
戦
に
向
け
た
コ
ロ
ナ
資
金
繰
り
支

援
」
と
「
挑
戦
す
る
中
小
企
業
の
経
営

改
善
・
再
生
支
援
の
強
化
」
の
２
本
柱

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
挑
戦
に
向
け
た

コ
ロ
ナ
資
金
繰
り
支
援

　

ま
ず
、
１
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
資
金

繰
り
支
援
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
支

援
に
よ
る
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
財
務

に
余
裕
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
り
事
業

体
制
の
改
善
・
改
革
の
た
め
の
時
間
を

稼
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
金
利

が
安
い
」
だ
け
で
は
な
く
「
融
資
審
査

が
緩
い
」
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
通

常
で
は
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

財
務
状
況
で
も
、
金
融
機
関
は
融
資
を

し
て
く
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
以
下
、
具
体
的
な
支

援
策
の
内
容
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

⑴�　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
の

延
長
と
利
用
条
件

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
と

は
、
自
然
災
害
な
ど
で
売
上
が
減
少
し

た
中
小
企
業
向
け
の
資
金
支
援
制
度
で

す
。
信
用
保
証
協
会
が
、
通
常
の
保
証

と
は
別
に
融
資
の
１
０
０
％
を
保
証
し

ま
す
。

　

こ
の
保
証
は
、
直
近
月
お
よ
び
そ
の

後
２
か
月
を
含
む
３
か
月
間
の
売
上
高

が
、
前
年
同
月
比
で
20
％
以
上
減
少
す

る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
保
証
協
会

に
よ
る
元
本
の
１
０
０
％
保
証
が
得
ら

れ
る
た
め
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
融
資

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
４
号
の
新
規
融
資
は
２
０

２
３
年
９
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
が
、

借
換
目
的
で
の
利
用
は
２
０
２
４
年
３

月
末
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵�　

資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
の
限
度
額
引

上
げ
と
申
込
期
間
延
長

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
」
は
、
中

小
企
業
活
性
化
協
議
会
の
関
与
の
も
と

で
事
業
再
生
に
取
り
組
む
事
業
者
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
は
、
返
済

の
優
先
順
位
が
一
般
的
な
債
権
よ
り
も

後
回
し
に
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
会

計
上
は
負
債
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
金

融
機
関
の
審
査
で
は
自
己
資
本
と
し
て

扱
わ
れ
、
自
己
資
本
比
率
の
改
善
に
貢
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献
し
、
審
査
に
有
利
に
作
用
し
ま
す

（
図
表
１
）。

　

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
環
で
、
こ
の
ロ

ー
ン
の
借
入
限
度
額
が
10
億
円
か
ら
15

億
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
申
込
期
間
も

２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

⑶�　

ス
ー
パ
ー
低
利
融
資
の
金
利
引
下

げ
と
期
限
延
長

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
」
は
、

直
近
月
ま
た
は
過
去
６
か
月
（
直
近
月

含
む
）
の
平
均
売
上
高
が
過
去
５
年
間

の
同
期
比
で
５
％
以
上
減
少
し
、
中
長

期
的
に
業
況
の
回
復
・
発
展
が
見
込
ま

れ
る
事
業
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ス
ー
パ

ー
低
利
融
資
の
金
利
引
下
げ
幅
が
０
・

９
％
か
ら
０
・
５
％
に
縮
小
さ
れ
、
申

込
受
付
期
限
が
２
０
２
４
年
３
月
末
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
２
）。

⑷�　

物
価
高
騰
対
策
の
金
利
引
下
げ
措

置
の
延
長

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
」
は
、
原
油
価
格
の
高

騰
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
で
、
直
近

月
の
粗
利
益
率
や
営
業
利
益
率
が
前
年

同
月
比
で
５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
事

業
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
物
価
高
騰
へ

の
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
金
利

の
０
・
４
％
引
下
げ
措
置
を
、
２
０
２

４
年
３
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
図
表
３
）。

挑
戦
す
る
中
小
企
業
の

経
営
改
善
・
再
生
支
援
の
強
化

　

続
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
２
本
目
の

柱
で
す
。
こ
こ
で
は
官
民
金
融
機
関
に

よ
る
取
組
み
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
を
目
的

と
し
、
企
業
状
況
を
「
経
営
改
善
フ
ェ

ー
ズ
」「
再
生
フ
ェ
ー
ズ
」「
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
フ
ェ
ー
ズ
」
の
３
段
階
に
分
け
た

う
え
で
、
各
段
階
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。

　

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
は
、
日
本
の

中
小
企
業
の
資
金
調
達
に
関
す
る
ト
レ

ン
ド
と
、
政
府
の
対
応
の
方
針
が
見
え

て
き
ま
す
。

　

概
観
す
る
と
、
従
来
の
債
務
ベ
ー
ス

の
資
金
調
達
（
デ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
）
か
ら
、
株
式
に
基
づ
く
資
金
調
達



企業実務　2024． 2企業実務　2024． 2PB 44

（
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
へ

と
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は

世
界
的
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
、
多
く

の
時
間
を
要
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
へ
の
転
換
と
顧
客
創
造
に
は
、
エ

ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
有
効
で

あ
る
か
ら
で
す
（
図
表
５
）。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
各
フ
ェ
ー
ズ

ご
と
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑴　

経
営
改
善
フ
ェ
ー
ズ

　

ま
ず
、
信
用
保
証
協
会
や
民
間
金
融

機
関
が
、
経
営
上
の
問
題
に
対
し
て
よ

り
積
極
的
に
関
与
し
、
指
導
す
る
試
み

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
信
用
保
証
協
会
は

も
と
も
と
与
信
評
価
に
特
化
し
て
い
ま

す
が
、
経
営
改
善
指
導
を
行
な
う
体
制

に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
改
善
に
取
組
む
中
小
企

業
者
等
は
、「
早
期
経
営
改
善
計
画
策

定
支
援
事
業
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
、
経
営
計
画
策
定
に
関
わ
る
専

門
家
等
へ
の
費
用
の
3
分
の
２
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
従

来
よ
り
も
経
営
改
善
支
援
を
受
け
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
融
資
に
伴
う
経
営
者
保
証

の
改
革
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

来
、
企
業
の
借
入
れ
に
対
し
て
、
経
営

者
が
個
人
と
し
て
連
帯
債
務
を
負
う
必

要
が
あ
る
場
合
に
、
こ
の
連
帯
債
務
を

免
除
す
る
代
わ
り
に
負
担
す
る
信
用
保

証
料
を
減
額
す
る
施
策
も
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑵　

再
生
フ
ェ
ー
ズ

　

ま
ず
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
商
工

中
金
）
の
危
機
対
応
融
資
先
へ
の
支
援

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
商
工
中
金
が
提
供
す
る
貸

付
金
の
一
部
を
資
本
金
に
組
み
入
れ
る

こ
と
で
、
返
済
期
間
を
延
長
す
る
と
い

う
も
の
で
す
（
図
表
６
）。

　

次
に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
コ
ロ

ナ
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
の
運
用
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。
私
的
整
理
を
行
な
う

際
、
民
間
融
資
よ
り
も
こ
の
コ
ロ
ナ
融

資
の
返
済
優
先
順
位
を
低
く
設
定
す
る

こ
と
で
、
企
業
の
民
間
金
融
機
関
か
ら

の
借
入
れ
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
事
業
再
生
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
運
用
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
第
三
者
か
ら
の
経
営
支
援
を

受
け
る
際
に
必
要
と
な
る
、
債
権
者
の

全
員
同
意
の
要
件
緩
和
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑶　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ー
ズ

　

こ
こ
で
は
、「
中
小
企
業
活
性
化
協

議
会
の
体
制
強
化
」
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
主
な
支
援
対
象
は
、
収
益
力
の

改
善
や
事
業
再
生
に
苦
戦
し
て
い
る
中

小
企
業
、
ま
た
は
保
証
債
務
に
悩
む
経

営
者
や
保
証
人
で
す
。

　

こ
の
協
議
会
に
所
属
す
る
弁
護
士
や

専
門
家
が
、
相
談
者
の
現
状
を
分
析

し
、
円
滑
な
廃
業
や
保
証
債
務
の
整
理

に
関
す
る
説
明
や
助
言
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
弁

護
士
の
紹
介
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
弁
護
士
の
数

を
従
来
の
26
名
か
ら
50
名
に
増
や
し
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
す
る
支
援
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

自
社
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
策
を
検
討
す
る

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
支
援
の
時

代
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
約
４
年
間
、
多
く
の
中
小
企
業
が

資
金
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
支
援
対
象
の
選
別

が
厳
し
く
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

財
務
状
態
が
悪
化
し
た
企
業
が
以
前

の
状
態
に
戻
る
た
め
に
は
、
従
来
の
倍

の
労
力
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
本
稿
で
解
説
し
た

制
度
の
対
象
に
自
社
が
該
当
す
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
た
う
え
で
、
適
用
可
能

で
あ
れ
ば
積
極
的
に
各
支
援
策
を
利
用

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
●▲

う
え
だ　

と
も
お　

い
っ
し
ょ
に
税
理
士
法
人
代
表
社
員
・
税
理
士
。中
小
企
業
の
財
務
支
援
を
中
心
に
活
動
、

金
融
機
関
と
の
関
係
性
づ
く
り
に
も
注
力
。顧
問
先
の
合
計
売
上
高
は
２
４
４
億
円
、借
入
金
総
額
は
60
億
円
。


